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琉
球
に
は
、聞き

こ

得え

大お
お

君ぎ
み

や
ノ
ロ
と
呼
ば
れ
る

神
女
が
司
祭
と
な
り
、御う

嶽た
き

を
拝
む
固
有
の
信

仰
が
あ
り
ま
す
。神
女
た
ち
は
王
府
に
よ
っ
て

体
系
化
さ
れ
、琉
球
国
内
で
広
く
信
仰
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
固
有
の
信
仰
が
あ
る
一
方
、琉

球
に
は
仏
教
や
神
道
と
い
っ
た
外
来
の
信
仰
も

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
琉
球
の
歴
史
書
で
あ
る『
中ち

ゅ
う

山ざ
ん

世せ
い

譜ふ

』に
よ

れ
ば
、仏
教
は
渡
来
僧
の
禅ぜ

ん

鑑か
ん

に
よ
っ
て
咸か

ん

淳じ
ゅ
ん

年
間（
1
2
6
5
〜
7
4
年
）に
琉
球
へ
伝
え

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、琉
球
で

は
禅
宗（
臨
済
宗
）と
真
言
宗
の
寺
院
が
首
里・

那
覇
を
中
心
に
建
立
さ
れ
、な
か
で
も
尚し

ょ
う

泰た
い

久き
ゅ
う

王（
在
位
1
4
5
4
〜
6
0
年
）は
篤あ

つ

く
仏
教

へ
帰き

依え

し
た
た
め
、多
く
の
寺
院
を
建
立
し
ま

し
た
。ま
た
、日
本
固
有
の
信
仰

で
あ
る
神
道
も
伝
来
し
、琉
球
王

国
時
代
に
は
熊く

ま

野の

権ご
ん

現げ
ん

や
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

な
ど
、日
本
の
神
々
を
祀ま

つ

っ
た
神

社
が
各
地
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
仏
教
と
神
道
は
、現
在
の
よ
う
に
区

別
さ
れ
て
お
ら
ず（
神し

ん

仏ぶ
つ

習し
ゅ
う

合ご
う

）、さ
ら
に
琉
球

固
有
の
信
仰
と
も
融
合
し
な
が
ら
浸
透
し
て

い
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
琉
球
の
仏
教・神
道
は
、

王
国
や
王
家
に
平
安
を
も
た
ら
す
も
の
、あ
る

い
は
先
王
を
祀
る
も
の
と
し
て
、王
国
の
保
護

の
も
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
1
8
7
9
年
の
琉
球
王
国
解

体
で
多
く
の
寺
社
が
存
続
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
、さ
ら
に
1
9
4
5
年
の
沖
縄
戦
に
よ
っ
て

焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、戦
後
復
興
し
た

寺
社
も
あ
り
、琉
球
へ
伝
来
し
た
仏
教・
神
道

は
現
在
で
も
綿
々
と
続
い
て
い
ま
す
。企
画
展

で
は
、那
覇
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
と
共
同

で
那
覇
の
神
社・
寺
院
の
古
写
真
や
古
文
書
、

出
土
品
を
展
示
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

先
人
が
信
仰
し
た
外
来
宗
教
の
歴
史
に
ふ
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

期 

11
月
3
日（
土
）〜
12
月
26
日（
水
）

費 

入
館
料
　
一
般
3
0
0
円

11月期の国宝尚家衣裳特別展示「鳥や植物文様が描かれた衣裳」（11/3～12/5）開催！（那覇市歴史博物館☎869-5266）

開館時間10時～ 18時（入館は17時半まで）　月曜休館
※ただし、月曜が祝日の場合は開館　☎862-3761 862-3762

開館時間10時～19時　木曜休館　☎869-5266

博 館物 t op i c s

74

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報┃Event
〈壺屋焼文様のひみつ～壺屋焼に秘められたメッセージ～〉
　壺屋焼の文様にはどんな意味が秘められているのか、壺屋やちむん通り会の協力のもと、
様々な文様が描かれた壺屋焼の作品を展示し、そこに秘められた意味を解説する展示会を開
催いたします。（共催：壺屋やちむん通り会）
日 10月30日（火）～11月11日（日）　場 3階　企画展示室　費 無料
〈11月3日（文化の日）は那覇市立壺屋焼物博物館を特別無料開館いたします〉
〈協働のまちづくり in 壺屋　第8回壺屋やちむん通り祭り2012〉
　祭り開催期間中は壺屋やちむん通り会各店舗で割引販売をする他、ロクロ体験や道ジュ
ネー、歌やお笑いのライブなどイベントが盛りだくさん！ 4日（日）は午前10時半と午後2時
から各1時間程度、博物館友の会とボランティアの方が壺屋地域を案内する「壺屋まーい」を
開催いたします。（主催：壺屋やちむん通り会）
日 11月3日（土）～11月4日（日）午前10時～午後6時　場 壺屋やちむん通り、すーじ小

費 無料　問 陶宝堂☎866－6661
〈学芸員と展示を見よう～常設展ギャラリートーク～〉
日 11月18日（日）　午前10時から1時間程度
費 常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
申 不要。当日、博物館1階受付前に集合して下さい。

9
月
23
日
（
日
）、
翁
長
市
長
は
市
内
で
今
年
新
百
歳
に
な
ら

れ
た
福
原
兼
吉
さ
ん
、
上
原
カ
マ
ト
さ
ん
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

今
で
も
写
真
や
ダ
ン
ス
、
料
理
な
ど
多
く
の
趣
味
を
お
持
ち
の

福
原
兼
吉
さ
ん
は
、「
長
生
き
し
て
つ
く
づ
く
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

翁
長
市
長
は
、「
今
後
も
子
や
孫
の
お
手
本
に
な
り
な
が
ら
も
、楽

し
く
元
気
で
暮
ら
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
、祝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

いつまでもお元気で
祝！市内新百歳70人

～慶祝訪問～

9
月
24
日
（
水
）、「
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
書
調
印
式
」
が

行
わ
れ
、
市
は
、
新
た
に
有
限
会
社
山
一
開
発
、
株
式
会
社
丸
島

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
株
式
会
社
沖
縄
用
地
測
量
設
計
、
マ
エ

ダ
電
気
工
事
株
式
会
社
の
4
社
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、地
域
の
企
業
や
団
体
が
身
近
な
道
路
の
環

境
美
化
を
実
践
す
る「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」の一環
で
す
。今

回
協
定
を
結
ん
だ
企
業
の
み
な
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地
域
、社
会

に
貢
献
す
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

身近な道路の環境美化を
実践し、協働のまちづくり
～道路ボランティア協定書調印式～

迫力満点！ 沖縄最大の
文化イベント

～第42回　那覇大綱挽まつり！～

戦
前
の
波
上
宮
と

護
国
寺

▲

▲

戦
前
の

　
円
覚
寺
仏
殿

10
月
6
日
（
土
）
か
ら
8
日
（
月
）
の
3
日
間
、「
第
42
回
那

覇
大
綱
挽
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
日
（
土
）に
開
催
さ
れ
た
「
市
民
演
芸・民
族
伝
統
芸
能
パ
レ
ー

ド
」
で
は
、「
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
世
界
大
会
」
へ
出
場
す

る
各
国
の
ミ
ス
や
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
よ
り
ミ
ッ
キ
ー
や
ミ
ニ
ー

も
参
加
し
沿
道
の
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
7
日（
日
）に
は
、メ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
の
大
綱
挽
き
が
行
わ
れ
、
27
万
人
余
り
の
人
が
東
西
に

別
れ
力
強
く
大
綱
を
引
き
、
今
年
は
西
が
勝
利
し
ま
し
た
。

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

那
覇
の
神
社・寺
院
　
〜
先
祖
が
拝
ん
だ
神・仏
〜
①

琉
球
に
伝
来
し
た
宗
教


